
管路・とう道料金算定根拠

（ＮＴＴ東日本）
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Ⅰ　とう道又は管路に係る負担額

  とう道又は管路の負担額の算定にあたっては、正味の帳簿価額をベースとすることから、料金表 第２ 網改造料 ２－１ 算出式の「取得固定資産価額」を

「正味固定資産価額」に読み替え、適用するものとする。なお、正味価額ベースの設備管理運営費の算定については以下のとおりとする。

１．年額料金の算定に係る比率

設備管理運営費比率〔正味固定資産価額ベース・中継伝送路に係る設備の土木設備〕（減価償却費除き） （単位：百万円）

区            分

①取得固定資産価額

②減価償却累計額

③正味固定資産価額

④設備管理運営費

（再掲）⑤減価償却費

⑥設備管理運営費（減価償却費除き）

⑦設備管理運営費比率 ⑥／③

中継伝送路に
係る設備

130,453

108,664

21,789

1,106

2,890

0.133

「網使用料算定根拠」記載の（別紙５）中継伝送路に係る設備の費用明細表より

④－⑤

備            考

「網使用料算定根拠」記載の（別紙６）中継伝送路に係る設備の固定資産明細表
より （建物・構築物・土地・建設仮勘定除く）

3,996 「網使用料算定根拠」記載の（別紙５）中継伝送路に係る設備の費用明細表より

「網使用料算定根拠」記載の（別紙６）中継伝送路に係る設備の固定資産明細表
より （建物・構築物・土地・建設仮勘定除く）

①－②

（中継伝送路に係る設備の内訳の土木設備を適用）
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Ⅱ　とう道に係る年額料金

再) 減価償却費

1 北海道 39,386 8,154,619 373,082 207,044 37,009 9,472 160 66 40 153 37,428

2 青森 1,133 185,178 6,849 163,440 27,783 6,045 126 52 31 1,454 29,446

3 岩手 1,127 761,261 11,711 675,476 100,230 10,391 522 216 129 9,084 110,181

4 宮城 17,917 6,424,116 232,401 358,549 60,658 12,971 277 115 69 3,280 64,399

5 秋田 426 77,303 3,087 181,462 31,381 7,246 140 58 35 ▲ 378 31,236

6 山形 789 230,827 11,191 292,556 53,094 14,184 226 94 56 125 53,595

7 福島 4,535 1,164,132 37,780 256,699 42,472 8,331 198 82 49 525 43,326

8 茨城 1,326 285,449 12,873 215,271 38,339 9,708 166 69 41 591 39,206

9 栃木 897 250,104 10,721 278,823 49,036 11,952 215 89 53 206 49,599

10 群馬 1,698 351,968 14,745 207,284 36,253 8,684 160 66 40 ▲ 723 35,796

11 埼玉 3,389 820,728 36,084 242,174 42,857 10,647 187 78 46 ▲ 153 43,015

12 千葉 15,275 3,378,512 142,411 221,179 38,740 9,323 171 71 42 ▲ 401 38,623

13 東京 288,354 107,004,849 3,812,576 371,088 62,577 13,222 287 119 71 137 63,191

14 神奈川 29,325 11,760,875 508,086 401,053 70,666 17,326 310 128 77 ▲ 920 70,261

15 新潟 980 263,856 10,981 269,241 47,014 11,205 208 86 52 2,239 49,599

16 山梨 691 113,570 3,390 164,356 26,765 4,906 127 53 31 98 27,074

17 長野 927 193,726 9,381 208,982 37,914 10,120 161 67 40 294 38,476

※とう道にはとう道・とう道用電気設備・監視装置を含む。

※当社の固定資産管理単位の都合上、一部行政区域と合致しない地域があるが、該当する地域については当社の固定資産管理単位に従って算定した。

⑤調整額

とう道

行政
区分

正味固定資産価額

（千円）
減価償却費

（千円）
④利益
対応税

合計
（①＋②＋③＋④
＋⑤）×（１＋「網
使用料算定根拠」
記載のⅩⅣ．料金
設定に使用した貸

倒率）

１ﾒｰﾄﾙごとの年額料金（円）

No.
③自己

資本費用
距離（m）

1メートル当たり正味
固定資産価額

（円/m）

①設備管理運営費

②他人
資本費用
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Ⅲ　管路に係る年額料金

再) 減価償却費

1 北海道 33,363,149 29,660,646 1,434,165 889 161 43 1 0 0 0 162

2 青森 9,030,952 8,225,089 368,008 911 162 41 1 0 0 3 166

3 岩手 10,268,388 16,634,273 546,675 1,620 269 53 1 1 0 29 300

4 宮城 13,165,661 23,055,145 768,095 1,751 291 58 1 1 0 21 314

5 秋田 7,554,280 7,496,657 333,268 992 176 44 1 0 0 ▲ 1 176

6 山形 7,586,195 6,730,379 304,829 887 158 40 1 0 0 2 161

7 福島 11,300,964 13,867,040 615,232 1,227 218 54 1 0 0 0 219

8 茨城 15,724,113 17,251,952 776,666 1,097 195 49 1 0 0 0 196

9 栃木 11,831,005 14,988,321 665,440 1,267 225 56 1 0 0 1 227

10 群馬 10,489,045 13,248,962 606,552 1,263 226 58 1 0 0 ▲ 2 225

11 埼玉 21,808,990 28,578,959 1,344,509 1,310 236 62 1 0 0 ▲ 1 236

12 千葉 26,090,064 30,610,468 1,429,292 1,173 211 55 1 0 0 2 214

13 東京 57,485,304 137,342,692 6,145,391 2,389 425 107 2 1 0 0 428

14 神奈川 26,571,655 49,927,954 2,061,546 1,879 327 78 1 1 0 ▲ 6 323

15 新潟 14,255,989 18,748,954 732,788 1,315 226 51 1 0 0 13 240

16 山梨 5,557,288 8,290,538 343,727 1,492 260 62 1 0 0 ▲ 1 260

17 長野 13,913,877 14,266,973 670,353 1,025 185 48 1 0 0 4 190

※管路には管路・マンホール・ハンドホールを含む。

※当社の固定資産管理単位の都合上、一部行政区域と合致しない地域があるが、該当する地域については当社の固定資産管理単位に従って算定した。

Ⅳ　電柱に係る負担額

　２０２１年４月１日から２０２２年３月３１日までの間に適用する負担額

区       　分 金　　額　　等 備        考

9,765 （単位：円）

748 （単位：円）

465 （単位：円）

4 （単位：円）

2 （単位：円）

1 （単位：円）

7 （単位：円）

762 （単位：円）

⑤調整額

①取得固定資産価額

No. 距離（m）
1メートル当たり正味

固定資産価額

（円/m）

管路

１条あたり１ﾒｰﾄﾙごとの年額料金（円）

③自己
資本費用

④利益
対応税

行政
区分

正味固定資産価額

（千円）

合計
（①＋②＋③＋④
＋⑤）×（１＋「網
使用料算定根拠」
記載のⅩⅣ．料金
設定に使用した貸

倒率）

①設備管理運営費

②他人
資本費用

減価償却費

（千円）

１使用箇所あたり

③他人資本費用

（再掲）減価償却費

②指定設備管理運営費

（②＋③＋④＋⑤＋⑥）×（１＋「網使用料算定根拠」記載のⅩ
Ⅳ．料金設定に使用した貸倒率）

⑦年額料金（１使用箇所数ごと）

⑥調整額

⑤利益対応税

④自己資本費用
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